






































































































































































「詩学」第6章では、喜劇の後述を約束しながら（6, 1449 b 22）、それ以
後これを果してはいないのに気付くのである。現存「詩学」の最終章たる
第26章の末尾の文章を、 Rtやφといった写本によみかえ：て、第2巻への移
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